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オートレジ方式 カウンター決済方式 レジチェック方式 セルフレジ方式食券方式

タイプ別精算方法

食器底のICタグにデー
タを登録。食器を載せ
たトレーをオートレジ
に置くと、合計金額を
自動で表示します。セ
レジコーナーの完全無
人化を実現します。

ひとつのメニューに1
台、リーダーライター
を設置。メニューご
とに利用者自身で精算
を行う方式です。食堂
へのレジの設置が不要
になります。

レジで商品の値段がシ
ステムに入力され、合
計金額が計算されます。
商品の合計金額に対し
て現金、カード、電子
マネーなどで精算がで
きます。

食券方式券売機です。
電子マネー及び現金
での購入に対応。
メニュー数に合った
口座数が選べます。

商品バーコードのス
キャンや支払方法の選
択、支払いまで全て利
用者が操作を行う仕様
になっています。
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支払方法

クレジットカード
キャッシュレス決済の中でももっとも多く使われている方法です。ショッピングはもちろん、自
治体によっては公共料金や税金、国民健康保険料などの支払いにも使えます。クレジットカード
を入手するには、カード会社の審査に通過しなければなりません。支払い能力に応じた限度額が
あり、それを超えるお買い物はできません。

電子マネー(ICカード）
SuicaやPASMOなどの交通系電子マネー、楽天EdyやWAON、nanacoなどの流通系電子マネー
に代表される電子決済サービスです。事前に現金をチャージしておけば、タッチするだけで決済
が完了します。電子マネーによってはクレジットカードや銀行口座からオートチャージできる機
能もあり、残高不足を気にせず使えます。

コード決済（スマホ決済、バーコード決済、QRコード決済）
楽天ペイ、PayPay、LINE Pay、d払い、au PAYなど、主にスマホを利用した決済方法です。利
用者側がスマホで店頭のコードを読み込んで支払い金額を入力するユーザースキャン方式と、店
側が利用者のスマホのコードを読み込むストアスキャン方式があります。
代金は決済アプリにチャージした残高から支払う方法と、決済アプリに紐付いたクレジットカー
ドや銀行口座から支払う方法があります。
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食券方式

キャッシュレス対応には加盟店手数料や通信回線費等が発生致します。
既存機撤去処分費は別途となります。
食数や現場に合わせたスペックの券売機を提案致します。

現金券売機（低額紙幣）1台導入：620,000円（税別）
現金券売機（高額紙幣）1台導入：1,080,000円（税別）
マルチ決済券売機（低額紙幣）1台導入：1,020,000円（税別）
マルチ決済券売機（高額紙幣）1台導入：1,480,000円（税別）
*導入当時の価格になります。

特徴
券売機は、食券などの購入と発券を行う機械です。あらかじめ登録されてい
るメニューにもとづき、顧客や利用者が選択し現金や電子マネー・QRなどで
決済すると発券される仕組みです。

商品例
ボタン式や液晶タッチパネルタイプがあります。食堂はボタン式が多いです
が、液晶タッチパネルタイプの導入も少しずつですが増えてきています。特
に最近ではキャッシュレス対応の相談や導入が増えています。

券売機の特徴/商品例 対応決済種類

費用目安（導入＆月額）

導入事例

現金（低額紙幣）：62万～
現金（高額紙幣）：108万～
キャッシュレス対応（低額紙幣）：102万～
キャッシュレス対応（高額紙幣）：148万～
*月額費用は別途ご連絡を下さい。
*2024年4月現在

電子マネー
QR
クレジットカード

SV用資料



4

オートレジ

オートレジは500食以上を目安に導入と、故障時を見据えて2台以上の導入を検討して頂いています。メー
カーや仕様によって価格が異なるのでご検討される場合はお問い合わせください。キャッシュレス対応に
は加盟店手数料や通信回線費等が発生致します。

オートレジ3台（交通系IC＋楽天Edy）1式9,200,000円（税別）
オートレジ3台＋POSレジ1台（給与控除＋交通系IC）1式12,750,000円（税別）
オートレジ6台＋POSレジ3台＋交通系ICチャージ機1台（交通系IC・楽天Edy）

1式24,300,000円（税別）

※導入当時の価格になります。

特徴
 メニューをICタグで読み取ることにより、無人化、キャッシュレス化、スピーディ、
正確、清潔に精算。栄養成分の表示により、個人の健康管理にも 役立ちます。セッ
トメニュー登録、二重価格など多様な運用形態に対応。

 社員証による給与天引き、電子マネー、QRコード等の様々な決済方法の対応。

オートレジ導入のメリット
 社食費の引落としだけでなく、合理化・省力化が実現できます。
 トレーを置くだけで精算完了。混雑時のイライラも解消。
 精算画面にカロリー・塩分を表示。利用者の健康管理への意識付け。
 各種ICカードとの接続が可能。
 レジの無人化により決済に対応する人員を、他のサービス、接客へ配置できる。
 利用者の方が自由にメニューを選べるカフェテリア方式に適切です。

オートレジの特徴/商品例 対応決済種類

費用目安（導入＆月額）

導入事例

 社員証
 電子マネー
 QR
 クレジットカード

オートレジは導入先毎に詳細を決めて費用を
算出致しますので、導入検討時はご相談下さ
い。メーカーで価格も異なるので、概算では1
台450万～500万程度となります。月額費用は
仕様を決めてからの算出となります。
*2024年4月現在
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カウンター決済

メーカーや仕様によって価格が異なるので、ご検討される時はお問合せを下さい。
キャッシュレス対応には加盟店手数料や通信回線費等が発生致します。

決済端末6台（給与控除＋交通系IC）1式7,200,000円（税別）
決済端末4台（給与控除）1式4,700,000円（税別）
決済端末5台（交通系IC）1式5,500,000円（税別）
*導入当時の価格になります。

特徴
 メニューごとにカードリーダーを設置し、利用者自身がメニューを

選択し、カードを読ませて決済します。
 食事時間帯が比較的短くいつも混雑している食堂にピッタリのシス

テムです。
 社員証による給与天引き、電子マネー、QRコード等の様々な決済

方法の対応。

お勧めポイント
メニューが決まっている、定食方式に最適です。

カウンター決済の特徴/商品例 対応決済種類

費用目安（導入＆月額）

導入事例

 社員証
 電子マネー
 QR
 クレジットカード

カウンター決済は導入先毎に詳細を決めて費用を算出致し
ますので、導入検討時は ご相談下さい。メーカーで価格
も異なるので、 概算では1台100万程度～となります。
*端末以外にソフトウェアや設定費用等、月額費用は仕様を
決めてからの算出となります。
*2024年4月現在
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レジチェック

交通系IC＋現金 有人POSレジ：1台1,650,000（税別）
電子マネー＋QR＋現金 有人POSレジ 1台1,450,000円（税別）
*導入当時の価格になります。

タッチパネル採用で簡単操作、どなたでもすぐにマスターできま
す。各種分析帳票出力は
日時とカレンダーより期間選択し分析を可能としております。
バーコード対応の物販商品
登録可能で、オプションで在庫管理システムとの連動も可能です。
スタンドアロンでの
利用が可能。

POSレジの特徴/商品例 対応決済種類

費用目安（導入＆月額）

導入事例

有人POSレジはメーカーや仕様で価格が異なるので、どのような運用を考えているかご相談頂ければ運用に
合わせたレジを提案致しますので、お気軽にお問い合わせください。
キャッシュレス対応には加盟店手数料や通信回線費等が発生致します。

 社員証
 電子マネー
 QR
 クレジットカード

仕様により異なりますが、1台約140万程度～となります。
月額費用含め、検討する際はお問い合わせください。
*2024年4月現在
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セルフレジ

セルフレジはメーカーや仕様で価格が異なるので、どのような運用を考えているか
ご相談頂ければ運用に合わせたレジを提案致しますので、お気軽にお問い合わせください。キャッシュ
レス対応には加盟店手数料や通信回線費等が発生致します。

交通系IC セルフレジ：2台2,800,000円（税別）
電子マネー・クレジット セルフレジ 2台 3,500,000円（税別）
*導入当時の価格になります。

利用者自身が商品バーコードスキャンやボタン操作で精算
まで全て行うものや、精算だけの一部を行うもの、機能面
でキャッシュレス対応が多く、クレジットカードや電子マ
ネーなどの支払い方法を選択できます。
*機種により現金自動精算機の対応も可。

セルフレジの特徴/商品例 対応決済種類

費用目安（導入＆月額）

導入事例

 社員証
 電子マネー
 QR
 クレジットカード

仕様により異なりますが、1台約160万程度～となります。
月額費用含め、検討する際は お問い合わせください。
*2024年4月現在
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ドーグ(エス・ロジックス>ドーグ)

石橋直幸
naoyuki_ishibashi@shidax.co.jp
080-8300-7277

お問合せ時は下記の内容をお知らせください

1. 導入希望店＆店コード

2. 現在の精算方法

3. 希望する精算機器

4. 導入希望時期

5. 予算感
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